
市
で
は
、
今
年
、
道
内
の
高

校
・
短
大
な
ど
を
卒
業
さ
れ
る

方
を
対
象
に
、
緊
急
雇
用
対
策

の
一
つ
と
し
て
臨
時
職
員
約
二

百
人
の
任
用
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
長
引
く
景
気
の

低
迷
に
よ
り
、
新
卒
者
の
就
職

内
定
率
も
低
下
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

（
仕
事
の
分
か
ち
合
い
）
と
し

て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

新
規
任
用
に
か
か
る
経
費
は
、

三
億
円
程
度
の
見
込
み
で
す
。

そ
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
市
職

員
の
時
間
外
手
当
な
ど
を
削
減

す
る
こ
と
で
確
保
。
総
人
件
費

が
増
え
な
い
よ
う
に
努
め
ま
す
。

任
用
対
象
者
の
多
く
は
、
就

労
経
験
の
少
な
い
若
年
者
層
に

な
り
ま
す
。
本
市
で
臨
時
的
に

働
き
、
社
会
人
と
し
て
の
基
礎

的
な
素
養
を
身
に
付
け
る
こ
と

で
、
民
間
企
業
へ
の
就
職
活
動

に
も
役
立
て
て
も
ら
い
ま
す
。

�
募
集
要
領
�

採
用
予
定
人
数
２００
人
程
度
。

任
用
期
間
４
月
１５
日
�
か
ら
原

則
６
カ
月
間
（
来
年
３
月
３１
日

�
を
限
度
に
更
新
あ
り
）。

職
務
内
容
・
勤
務
場
所
事
務
補

助
。
市
役
所
、
区
役
所
な
ど
。

勤
務
条
件
①
賃
金
／
日
額
６
千

８７０
円
（
通
勤
手
当
あ
り
）。
②

勤
務
時
間
／
原
則
午
前
８
時
４５

分
〜
午
後
５
時
１５
分
。

受
験
資
格
昭
和
５５
年
４
月
２
日

〜
昭
和
５９
年
４
月
１
日
生
ま
れ

で
、
次
の
要
件
を
す
べ
て
満
た

す
方
。①
道
内
の
高
校
・
短
大
な

ど
を
卒
業
し
た
方
か
卒
業
見
込

み
の
方
。
②
今
年
３
月
１５
日
現

在
、無
職
か
就
職
未
定
の
方
。③

自
宅
な
ど
か
ら
通
勤
可
能
な
方
。

試
験
日
程
３
月
２５
日
�
〜
２９
日

�
（
面
接
）。

願
書
（
受
験
案
内
）
市
役
所
１３

階
勤
労
市
民
課
、
各
区
役
所
、

札
幌
公
共
職
業
安
定
所
、
札
幌

東
公
共
職
業
安
定
所
、
札
幌
北

公
共
職
業
安
定
所
で
３
月
１
日

�
か
ら
配
布
。

受
験
方
法
願
書
を
３
月
１５
日
�

（
必
着
）ま
で
に
勤
労
市
民
課
へ

郵
送
か
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
細

勤
労
市
民
課
�（
２１１
）２

２
７
８
、
勤
務
条
件
・
職
務
内

容
な
ど
は
、
人
事
課
�（
２１１
）２

０
７
２

「
札
幌
の
水
環
境
は
良
い
」が
７１
・
３
％

●
平
成
１３
年
度
市
政
世
論
調
査

市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
や
要
望

を
市
政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
毎

年
行
っ
て
い
る
市
政
世
論
調
査
。

今
年
度
の
主
な
調
査
結
果
（
速
報

値
）
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

●
水
環
境
（
今
回
の
テ
ー
マ
）
札

幌
市
の
水
環
境
全
般
を
「
良
い
」

と
回
答
し
た
方
は
、
七
一
・
三
％
。

そ
の
理
由
と
し
て
「
水
量
が
豊
か

（
五
三
・
二
％
）」、「
飲
用
水
が
安

心
（
四
五
・
九
％
）」、「
緑
が
豊

か
（
四
四
・
五
％
）」、「
水
質
が

良
い
（
三
六
・
二
％
）」、「
洪
水
の

不
安
が
少
な
い
（
三
四
・
八
％
）」

が
高
い
割
合
を
占
め
ま
し
た
。
一

方
、
身
近
に
あ
る
川
や
池
、
公
園

の
噴
水
な
ど
の
水
辺
環
境
に
つ
い

て
は
、
二
〇
・
四
％
が
「
不
満
」

と
回
答
し
、「
ご
み
が
散
乱
し
て

い
る
（
五
三
・
四
％
）」、「
水
が

汚
れ
て
い
る
（
五
〇
・
四
％
）」

が
、
そ
の
理
由
に
挙
げ
ら
れ
ま
し

た
。

●
郷
土
意
識
（
毎
年
実
施
）「
札
幌

の
街
が
好
き
」
は
、
九
五
・
九
％
。

二
十
二
年
連
続
で
九
割
以
上
を
占

め
ま
し
た
。

●
市
政
へ
の
要
望
事
項
（
毎
年
実

施
）
上
位
か
ら
「
除
雪
」、「
高
齢

者
福
祉
」、「
公
共
交
通
の
便
利
さ

を
進
め
る
」、「
ご
み
・
資
源
回

収
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細

市
民
の
声
を
聞
く
課
�

（
２１１
）２
０
４
２

Ｐ
Ｍ
Ｆ
２
０
０
２
を
７
月
に
開
催

●
組
織
委
員
会
も
財
団
法
人
化
し
ま
す

故
レ
ナ
ー
ド
・
バ
ー
ン
ス
タ
イ

ン
の
提
唱
で
始
ま
っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｆ

（
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）。
今
年

は
、
七
月
六
日
�
〜
二
十
七
日
�

の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

Ｐ
Ｍ
Ｆ
は
、
若
手
音
楽
家
の
育

成
を
通
し
て
、
音
楽
の
普
及
・
発

展
を
目
指
す
国
際
教
育
音
楽
祭
で

す
。
そ
の
中
心
と
な
る
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
〝
ア
カ
デ
ミ
ー
〞
に
は
、

世
界
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
選

ば
れ
た
約
百
十
人
が
参
加
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
か
ら
、
ア
ジ
ア
地
域

の
若
手
作
曲
家
を
育
成
す
る
〝
コ

ン
ポ
ジ
シ
ョ
ン
コ
ー
ス
〞
も
新
た

に
設
置
。
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
一

層
充
実
し
ま
す
。一
方
、コ
ン
サ
ー

ト
で
の
大
き
な
注
目
は
、
マ
ル
タ

・
ア
ル
ゲ
リ
ッ
チ（
ピ
ア
ノ
）と
ジ

ョ
シ
ュ
ア
・
ベ
ル
（
バ
イ
オ
リ

ン
）
と
い
う
世
界
的
な
演
奏
家
二

人
が
参
加
す
る
こ
と
で
す
。
今
年

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
聴
き
ど
こ
ろ
な

ど
は
本
誌
六
月
号
で
紹
介
し
ま
す
。

今
年
で
十
三
回
目
を
迎
え
、
す

っ
か
り
札
幌
の
夏
の
風
物
詩
と
な

っ
た
Ｐ
Ｍ
Ｆ
。
成
熟
期
を
迎
え
、

新
た
な
ス
テ
ッ
プ
を
踏
み
出
す
た

め
、
組
織
改
革
も
行
い
ま
す
。

現
在
、
Ｐ
Ｍ
Ｆ
組
織
委
員
会
は
、

任
意
団
体
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
今
春
、
文
部
科
学
省
が

許
可
す
る
財
団
法
人
化
を
図
り
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
社
会
的
・
対

外
的
な
信
用
を
高
め
る
と
と
も
に

安
定
し
た
財
源
確
保
を
進
め
、
文

化
発
信
の
担
い
手
と
し
て
質
の
高

い
事
業
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

詳
細

Ｐ
Ｍ
Ｆ
組
織
委
員
会
�

（
５２０
）２
２
２
２

市
独
自
の
緊
急
雇
用
対
策
と
し
て

約
二
百
人
の
臨
時
職
員
を
任
用
し
ま
す

市
職
員
の
時
間
外
手
当
な
ど
を
約
三
億
円
削
減
し
財
源
と
し
ま
す

今
年
も
名
匠
シ
ャ
ル
ル
・

デ
ュ
ト
ワ
が
芸
術
監
督

と
し
て
タ
ク
ト
を
振
り

ま
す
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